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延長 １２km 

事業概要  

近畿自動車道名古屋亀山線は、大阪と名古屋を結ぶ幹線道路として沿線地域の産業・経済・文化の発展に重要な役割を果たす

路線である。 

Ｈ１１年度事業化 Ｓ５７年度 都市計画決定 Ｈ１１年度用地着手 Ｈ１１年度工事着手 

全体事業費  ２，７４３億円 事業進捗率 ６０％ 供用済延長 ０km 

計画交通量   ２３，０００台／日 ～ ３３，２００台／日 

Ｂ／Ｃ  総費用   (残事業)/(事業全体) 総便益   (残事業)/(事業全体) 基準年  費用対効果 

分析結果 (事業全体) １．８ 

(残事業)    ３．６ 

    1,461/2,957 億円 

 事業費： 1,177/2,673 億円 

 維持管理費： 284/284 億円 

    5,322/5,322 億円 

 走行時間短縮便益：4,861/4,861 億円 

 走行費用減少便益：352/352 億円 

 交通事故減少便益：109/109 億円 

 平成２０年 

感度分析の結果 残事業について感度分析を実施 

交通量変動  ： B/C＝4.0（交通量  +10%）   B/C＝3.3（交通量  -10%）  

事業費変動  ： B/C＝3.3（事業費  +10%）   B/C＝3.9（事業費  -10%） 

事業期間変動 ： B/C＝3.7（事業期間  1 年）   B/C＝3.5（事業期間 +1 年） 

事業の効果等  

日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる 

重要港湾へのアクセス向上が見込まれる 

空港へのアクセス向上が見込まれる                                           他１６項目に該当 

 

関係する地方公共団体等の意見  

 名古屋都市圏の骨格を形成する環状道路として、交通の迂回分散を図り､当都市圏の円滑な交通の確保に不可欠な道路であ

り、また、国の都市再生プロジェクトにも位置付けられている大変重要な道路であることから愛知県知事より「国際競争力強

化プルジェクトを支える広域幹線道路の整備促進」の要望(平成２０年７月２４日)を受けている。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

伊勢湾岸道の開通や中部国際空港の開港などにより、名古屋都市圏へ流入する交通量が増大している。名古屋高速３号線の慢

性的な渋滞が発生している。沿線の人口・自動車保有台数の増加が顕著。 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

 現在、工事中。 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

 今後も引き続き工事の進捗を図る予定。 

施設の構造や工法の変更等  

 新技術・新工法や現地の状況変化も確認しながら積極的にコスト縮減を図っていく。 

対応方針 事業継続 

対応方針決定の理由  

 以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。 

事業概要図  

  
※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

近畿自動車道 名古屋亀山線 


